
 

 
 

     2024年５月 15日 

各 位     
  会社名 ダイヤモンドエレクトリックホールディングス株式会社 

  代表者名 代表取締役社長 CEO 兼グループ CEO 小野 有理 

    （コード番号 6699 東証プライム市場） 

   問合せ先  専務執行役員 CFO 徳原 英真 

    （TEL 06-6302-8211） 

 

営業外収益、特別損失の計上並びに 

2024年３月期の連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2024年３月期第４四半期連結累計期間（2023年４月１日～2024年３月31日）において、営

業外収益（為替差益）及び特別損失を計上いたしました。これに伴い、2024年２月14日に公表しまし

た2024年３月期の連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 営業外収益（為替差益）の計上について 

2024年３月期第３四半期連結累計期間に為替差益563百万円を計上しておりましたが、為替相場の

変動により、当第４四半期連結会計期間に為替差益903百万円を計上いたしました。 

その結果、当第４四半期連結累計期間の為替差益は1,467百万円となりました。 

 

２．特別損失の計上について 

当第３四半期連結会計期間において、自動車機器事業で市場回収措置(リコール)に関する特別損失

(製品補償引当金繰入額)1,123百万円を計上いたしましたが、当該措置に対する費用負担交渉がさら

に進んだことにより、当第４四半期連結会計期間に587百万円を追加計上いたしました。 

その結果、当第４四半期連結累計期間の製品補償引当金繰入額は1,710百万円となりました。 

なお、当該措置に関する当社が一部費用を立替負担している金額については、引き続きお客様と交

渉中となっております。 

 

３．連結業績予想値と実績値との差異について 
 

（１)2024年３月期連結業績予想値と実績値との差異（2023年４月１日～2024年３月31日） 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

 93,000 0 600 ▲1,300 ▲155.26 

実 績 値 (Ｂ) 93,334 230 1,313 ▲1,897 ▲226.59 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 334 230 713 ▲597 － 

増 減 率 (％) 0.4 － 119.0 － － 

(ご参考)前期実績 

(2023年３月期) 
91,106 ▲1,187 ▲817 ▲1,075 ▲139.52 

 



４．差異の理由 

売上高については、エネルギーソリューション事業のケーブル不足、自動車機器事業のお客様の

生産計画の変更の影響を受けたものの、円安の影響に加え、電子機器事業の市場の需要回復により

販売が増加し、全体としてほぼ予定通りの着地となりました。 

営業利益については、販売価格の見直しによる原価率の改善、経費節減等の諸施策の継続によ

り、業績予想値を230百万円上回りました。 

経常利益については、営業利益の増加に加え、為替相場変動による為替差益1,467百万円の営業外

収益を計上したことにより、業績予想値を713百万円上回りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、自動車機器事業での市場回収措置(リコール)に関

する製品補償損失引当1,710百万円の特別損失の計上並びに税金費用1,167百万円の計上が生じ、経

常利益の増加額を超えて業績予想値を597百万円下回る結果となりました。 

以 上 

 


